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今
年
も
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
が
上
陸
！



　
最
終
予
算
額
69
億
６
２
２
９
万
円
に
対

し
、
歳
入
総
額
は
68
億
９
３
８
９
万
円
、

歳
出
総
額
は
65
億
６
９
５
９
万
円
で
し

た
。
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
引
い

た
額
は
３
億
２
４
３
０
万
円
、
翌
年
度
へ

の
繰
越
事
業
の
財
源
１
８
０
９
万
円
を
差

引
い
た
実
質
収
支
額
は
３
億
６
２
１
万
円

で
し
た
。

　

ま
た
、
町
の
貯
金
と
も
い
え
る
、
財
政

調
整
基
金
は
、
２
億
８
２
０
０
万
円
を
取

り
崩
し
ま
し
た
が
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金

（
ふ
る
さ
と
納
税
）を
中
心
に
３
億
９
１

７
５
万
円
の
積
立
て
を
し
ま
し
た
の
で
１

億
９
７
５
万
円
増
加
し
、
年
度
末
残
高
は

16
億
１
９
６
０
万
円
で
す
。

■
主
な
歳
入
の
概
要

　
国
か
ら
の
補
助
金
な
ど
を
指
す
国
庫
支

出
金
が
前
年
よ
り
15
億
９
０
８
１
万
円
増

加
し
、
全
体
の
約
30
％
を
占
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
す

る
感
染
防
止
対
策
事
業
や
経
済
施
策
に
対

す
る
交
付
金
が
大
き
な
要
因
で
す
。

　
町
税
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
、
法
人
町
民
税
が
３
４

１
１
万
円
減
収
し
た
こ
と
な
ど
が
要
因
と

な
り
、
町
税
収
入
総
額
は
昨
年
か
ら
３
８

４
７
万
円
減
収
の
14
億
３
４
２
３
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税（
本
来
、
地
方
の
税
収
入

と
す
べ
き
税
金
な
ど
を
国
が
代
わ
り
に
徴

収
し
、
必
要
に
応
じ
て
地
方
に
再
分
配
す

る
お
金
）は
、
計
算
単
価
の
増
加
や
算
定

対
象
と
な
る
事
業
が
増
え
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
３
１
１
７
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
支
出
金
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
関
連
事
業
の
た
め
に
１
億
５
３
４
７

万
円
増
加
し
た
こ
と
に
加
え
、
上
総
一
ノ

宮
駅
東
口
の
整
備
や
防
災
行
政
無
線
デ
ジ

タ
ル
化
に
伴
う
町
債
が
４
７
４
０
万
円
、

前
年
か
ら
の
繰
越
金
が
４
２
３
７
万
円
そ

れ
ぞ
れ
増
加
し
ま
し
た
。

一
般
会
計

■特別会計の状況

会　計　名 歳入決算額
歳出決算額

対前年度
増減率 歳入歳出差引

国民健康保険事業特別会計 15億0,609万円 0.4％増 8,393万円14億2,216万円 1.4％減

介 護 保 険 特 別 会 計 11億0,218万円 0.5％減 4,027万円10億6,191万円 1.3％減

後期高齢者医療特別会計 1億6,638万円 7.6％増 10万円1億6,628万円 7.6％増

農業集落排水事業特別会計 9,537万円 3.5％減 728万円8,809万円 6.7％減

合 計 28億7,002万円 0.3％増 1億3,158万円27億3,844万円 1.1％減

令
和
二
年
度
一
般
会
計

 
歳
入
歳
出
決
算
を
公
表
し
ま
す
！

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
を
は
じ
め
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
ど
れ
だ
け
町
に
入

り
、ど
の
よ
う
な
事
業
に
充
て
ら
れ
て
い
る
の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一般会計歳入総額　68 億 9,389 万円
（対前年度　16 億 9,845 万円増、32.7％増）

町税

地方交付税

国庫支出金
繰越金

繰入金

その他

県支出金

町債

地方消費税交付金

14億3,423万円、20.8％
（3,847万円減、2.6％減）

11億9,676万円、17.4％
（3,117万円増、2.7％増）

20億3,158万円、29.5％
（15億9,081万円増、360.9％増）

※（　）内は対前年度

2億9,442万円、4.3％
（4,237万円増、16.8％増）

5億8,915万円、8.5％
（1億5,347万円増、35.2％増）

2億8,495万円、4.1％
（1億2,423万円減、30.4％減）

3億7,730万円、5.5％
（4,740万円増、14.4％増）

2億3,900万円、3.5％
（4,513万円増、23.3％増） 4億4,649万円、6.5％
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総
務
費
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
経
済
対
策
と
し
て
行
わ
れ
た「
特

別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
」が
大
き
な
増

加
要
因
と
な
り
ま
し
た
が
、そ
の
他「
上
総

一
ノ
宮
駅
東
口
整
備
事
業
」に
よ
り
、14
億

４
１
２
１
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、民
生
費
に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て「
子
育
て
世

帯
支
援
給
付
金
給
付
事
業
」や「
赤
ち
ゃ
ん

応
援
臨
時
給
付
金
給
付
事
業
」な
ど
増
加
要

因
が
あ
る
も
の
の
、い
ち
の
み
や
保
育
所
増

築
事
業
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、前
年
比

３
２
６
６
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
教
育
費
は
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

向
け
、
小
中
学
校
の
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

整
備
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
購
入
し
た
ほ
か
、Ｇ

Ｓ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
の
高
圧
受
電
設
備
改
修
工

事
な
ど
に
よ
り
、前
年
比
６
２
５
０
万
円
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
債
費
は
、
前
年
比
で
３
７
６
０
万
円

減
少
の
３
億
４
９
１
万
円
で
し
た
。
公
債

費
は
特
に
弾
力
性
の
乏
し
い
経
費
で
あ
り
、

引
き
続
き
推
移
に
は
細
心
の
注
意
を
払
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
主
な
歳
出
の
概
要

■
一
般
会
計
に
お
け
る
基
金
の
推
移

一般会計歳出総額　65億6,959万円
（対前年度　16億6,857万円増、34.0％増）

民生費

総務費

衛生費

諸支出金

公債費

その他

教育費

消防費

土木費

12億2,482万円、18.6％
（3,266万円減、2.6％減）

27億6,445万円、42.1％
（14億4,121万円増、108.9％増）

4億3,726万円、6.7％
（866万円増、2.0％増） ※（　）内は対前年度

3億9,082万円、5.9％
（4万円増、0.1％増）

4億3,432万円、6.6％
（6,250万円増、16.8％増）

3億491万円、4.6％
（3,760万円減、11.0％減）

2億5,198万円、3.8％
（2,337万円増、10.2％増）

2億6,105万円、4.0％
（2,963万円増、12.8％増）

4億9,998万円、7.5％

※�1人当たりの算出には�
令和3年3月31日現在
の人口を使用しています。�
（12,297人）

町民 1人当たり
が納めた税金

11万6,632円
（対前年度　2,306円減）

53万4,244円
（対前年度　13万8,426円増）

34億5,612万円
（１人当たり　28万1,054円）

貯金� 16億1,960万円
（1人当たり13万1,707円）
土地� 89万9,243㎡
建物� 2万6,602㎡

町民 1人当たり
に使われたお金

町の財産

町の借入金
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6.3
7.6

財
政
調
整
基
金

そ
の
他
の
基
金

～令和２年度の主要事業～

□上総一ノ宮駅東口整備事業
・東京2020オリンピックサーフィン競技大会開催
期間中の観客輸送を円滑に行うため、案内板の設
置やエレベーター前のバリアフリー化を含めた駅
東口の整備をしました。（3億2,509万円）

□公共下水道施設（中央ポンプ場）整備事業
・中央ポンプ場の屋外施設や電気系統、ポンプ本
体などの老朽化が著しいため、大規模改修を行っ
ています。（7,196万円）

□地域応援券事業
・新型コロナウィルス感染症拡大の影響を受けた町
内事業者の事業継続を支援するため、町内で利用
できる商品券を町民に配布しました。（7,166万円）

□防災行政無線デジタル化事業
・電波法の規制により今後見込まれるアナログ波
の完全停止に対応するため計画的に防災行政無
線のデジタル化を進めています。（4,303万円）
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全ての指標で基準値をクリア
〜 町の健全化判断比率・資金不足比率（令和２年度決算） 〜

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
」に
基
づ
き
健
全
化
判
断
比
率

と
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す
。

こ
の
法
律
は
、『
北
海
道
夕
張
市
の
財
政

破
綻
問
題
』な
ど
を
教
訓
に
地
方
公
共
団

体
が
財
政
破
綻
に
陥
る
前
の「
早
期
健
全

化
基
準（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）」
を
定
め
、

早
期
に
財
政
状
況
の
是
正
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

町
で
は
全
て
の
比
率
が
基
準
値
を
ク
リ

ア
し
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財

政
状
況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

引
き
続
き
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

◎
早
期
健
全
化
基
準
・
経
営
健
全

化
基
準（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）を

超
え
る
と
？

財
政
健
全
化
計
画
の
策
定（
議
会
の
議

決
）や
外
部
監
査
の
要
求
が
義
務
付
け
ら

れ
、毎
年
実
施
状
況
を
議
会
に
報
告
し
、公

表
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

◎
財
政
再
生
基
準（
レ
ッ
ド
カ
ー

ド
）を
超
え
る
と
？

財
政
再
生
計
画
の
策
定（
議
会
の
議
決
・

総
務
大
臣
へ
の
協
議
）や
外
部
監
査
の
要
求

が
義
務
付
け
ら
れ
、
国
な
ど
の
関
与
の
も

と
確
実
に
財
政
再
生
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。さ
ら
に
、地
方
債
発
行
の
制
限

や
財
政
運
営
が
計
画
に
適
合
し
な
い
場
合

な
ど
は
、予
算
の
変
更
を
勧
告
さ
れ
ま
す
。

健 全 化 判 断 比 率 令和２年度 令和元年度 早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

① 実 質 赤 字 比 率 ― ― 15.00 20.00
② 連 結 実 質 赤 字 比 率 ― ― 20.00 30.00
③ 実 質 公 債 費 比 率 5.7 6.0 25.0 35.0
④ 将 来 負 担 比 率 23.3 52.0 350.0

■健全化判断比率の状況

■資金不足比率の状況

（単位：％）

（単位：％）

会　計　名　等 令和２年度 令和元年度 経営健全化基準
（イエローカード）

農業集落排水事業特別会計 ― ― 20.0

一
　
宮
　
町

普通会計 一　　般　　会　　計

公
営
事
業
計
画

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

公営企業会計 農業集落排水事業特別会計

長 生 広 域 な ど 一 部 事 務 組 合・ 広 域 連 合 な ど

地 方 公 社・ 第 三 セ ク タ ー な ど

各 

比 

率 

の 

解 

説

■
健
全
化
判
断
比
率

①
実
質
赤
字
比
率

普
通
会
計
に
お
け
る
実
質
収
支
額

の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
を

表
す
も
の
で
、
黒
字
の
場
合
は
数
値

が
あ
り
ま
せ
ん
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
の
他
、
全
て
の
特
別
会

計
に
お
け
る
実
質
収
支
額
の
標
準
財

政
規
模
に
対
す
る
割
合
を
表
す
も
の

で
、
黒
字
の
場
合
は
数
値
が
あ
り
ま

ん
。

③
実
質
公
債
費
比
率

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
公
債

費
や
債
務
負
担
行
為
償
還
額
の
他
、

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
や

九
十
九
里
地
域
水
道
企
業
団
と
い
っ

た
一
部
事
務
組
合
の
公
債
費（
町
負

担
分
）を
含
め
た
、
実
質
的
な
公
債

費
相
当
額
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す

る
割
合
。

④
将
来
負
担
比
率

地
方
債
現
在
高
・
債
務
負
担
行
為

の
翌
年
度
以
降
支
出
予
定
額
・
一
部

事
務
組
合
な
ど
の
地
方
債
の
元
利
償

還
金
に
充
て
る
負
担
見
込
額
・
退
職

手
当
支
給
予
定
額
の
う
ち
一
般
会
計

な
ど
負
担
見
込
額
を
合
算
し
た
、
将

来
町
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
額
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割

合
。

■
資
金
不
足
比
率

公
営
企
業
の
経
営
健
全
化
を
判
断

す
る
指
標
で
、
公
営
企
業
毎
の
資
金

不
足
額
が
事
業
規
模
に
対
し
て
、
ど

の
程
度
あ
る
か
を
示
す
も
の
で
、
黒

字
の
場
合
は
数
値
が
あ
り
ま
せ
ん
。

将

来

負

担

比

率

実

質

公

債

費

比

率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実質赤字
比率

資金不足
比率

健全化判断比率の対象範囲は？
対象会計などを図にすると次のようになります。
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令和3年度上半期の財政状況（4月1日～ 9月30日）
一般会計予算額　50億4,059万円（収入率57.9％，支出率40.4％）

　令和3年度の一般会計予算は、46億7,900万円でスタートしましたが、9月末までに情勢の変化
などに伴う3回の補正と前年度からの繰越予算を加え、50億4,059万円です。
　今回は、皆さんに令和3年度上半期の予算執行状況をお知らせします。

一般会計の状況

特別会計の状況

予算現額　50億4,059万円
収入済額　29億1,867万円（57.9％）歳入 歳出 予算現額　50 億 4,059 万円

支出済額　20 億 3,843 万円（40.4％）

民　 生　 費

総　 務　 費

衛　 生　 費

土　 木　 費

教　 育　 費

諸 支 出 金

公　 債　 費

消　 防　 費

そ　 の　 他

町　　　 税

地方交付税

国庫支出金

町　　　 債

県 支 出 金

繰　 入　 金

地方消費税
交 付 金

寄　 附　 金

そ　 の　 他

13億2,802万円
9億3,541万円

（70.4％）

10億5,000万円
9億2,431万円

（88.0％）

8億2,411万円
2億5,482万円

(30.9％）

4億2,010万円
3,400万円
(8.1％）

3億6,160万円
　5,148万円
（14.2％）

2億7,558万円
　　0万円
　（0％）

2億4,000万円
1億3,833万円

（57.6％）

1億4,002万円
　6,471万円
（46.2％）

4億　116万円
5億1,561万円
（128.5％）

11億8,387万円
5億3,848万円

（45.5％）

9億5,570万円
4億　258万円

（42.1％）

5億7,910万円
2億6,282万円

（45.4％）

5億4,390万円
1億6,967万円

（31.2％）

3億9,942万円
1億3,723万円

（34.4％）

3億9,010万円
6,500万円
（16.7％）

3億1,336万円
1億5,253万円
　（48.7％）

2億3,522万円
1億1,685万円
　（49.7％）

4億3,992万円
1億9,327万円

（43.9％）

※上段：予算現額、下段：収入済額・支出済額、（　　）内：収入率・支出率を表す。
※予算現額には、令和２年度からの繰越額（2億 5,619 万円）を含む。

会　計　区　分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 支出率

国民健康保険事業特別会計 14億6,709万円 6億6,844万円 45.6％ 5億6,338万円 38.4％

介 護 保 険 特 別 会 計 10億8,558万円 4億8,335万円 44.5％ 4億3,166万円 39.8％

後期高齢者医療特別会計 1億7,395万円 7,206万円 41.4％ 4,172万円 24.0％

農業集落排水事業特別会計 1億1,021万円 5,347万円 48.5％ 3,263万円 29.6％
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前
回
も
書
い
た
よ
う
に
、こ
れ
ま
で
の
背
景
を

考
え
る
と
、広
常
が
源
氏
に
つ
く
こ
と
を
躊
躇

し
た
と
は
考
え
づ
ら
い
、と
い
え
ま
す
。ま
し
て

や
常
胤
と
相
談
し
て
か
ら
、と
い
う
の
も
当
時

の
千
葉
氏
と
上
総
氏
の
勢
力
関
係（
上
総
氏
が

圧
倒
的
優
位
）を
考
慮
し
て
も
難
し
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
こ
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る『
吾
妻
鏡
』

と
い
う
史
料
の
性
格
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。こ

の
史
料
は
幕
府
が
作
っ
た
歴
史
書
で
す
。す
な
わ

ち
、幕
府
に
反
抗
的
な
、都
合
の
悪
い
人
物
や
事

象
は
事
実
を
歪
曲
し
て
記
す
可
能
性
を
考
慮
し

な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。広
常
は
こ
の
の
ち
頼
朝

に
謀
叛
心
を
抱
い
た
と
し
て
誅
殺
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、『
吾
妻
鏡
』で
は
広
常
の
こ
と
を
あ
ま
り

良
く
書
か
な
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

す
な
わ
ち
こ
の『
吾
妻
鏡
』の
記
述
を
鵜
呑
み

に
す
る
こ
と
は
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。で
は
事
実
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
。他
の
史
料
と
も
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、紙
幅
が
尽
き
た
の
で
、

そ
の
話
は
次
回
と
し
ま
し
ょ
う
。

�

（
学
芸
員　
江
澤
一
樹
）

【
問
合
せ
】教
育
課�

☎（
４２
）１
４
１
６

広
常
の
最
も
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
源
頼
朝

の
挙
兵
時
に
遅
参
し
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。こ
れ
は
鎌
倉
幕
府
の
正

史『
吾あ

妻づ
ま

鏡か
が
み』に

記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す

が
、今
回
は
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
見
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

治
承
４
年（
１
１
８
０
）、京
都
に
て
以も

ち
仁ひ

と

王お
う

（
１
１
５
１
～
８
０
）が
平
氏
打
倒
の
た
め
に
挙

兵
、
全
国
の
源
氏
に
挙
兵
を
呼
び
か
け
ま
す
。

以
仁
王
は
討
死
し
ま
す
が
、
挙
兵
の
令

り
ょ
う

旨じ
（
皇

太
子
の
命
令
文
書
）を
受
け
取
っ
た
頼
朝
は
８

月
中
旬
に
伊
豆
国（
静
岡
県
）で
挙
兵
し
ま
す
。

そ
の
後
石
橋
山
の
戦
い
で
頼
朝
は
平
氏
に
敗

北
、８
月
末
に
は
安
房
国
へ
逃
れ
ま
す
。そ
こ
で

頼
朝
は
上
総
氏
、千
葉
氏
に
協
力
を
依
頼
し
ま

す
。千
葉
氏
は
す
ぐ
に
参
陣
し
ま
す
が
、広
常
は

「
千
葉
常
胤
と
相
談
し
て
参
陣
す
る
」と
答
え
す

ぐ
に
は
参
陣
せ
ず
、頼
朝
が
千
葉
氏
ら
を
率
い
、

武
蔵
国（
東
京
都
ほ
か
）の
隅
田
川
に
至
っ
た
と

こ
ろ
で
２
万
騎
の
軍
勢
を
率
い
て
参
陣
し
ま
し

た
。広
常
は「
二
図
の
存
念
」（
協
力
す
る
か
、場

合
に
よ
っ
て
は
そ
の
場
で
頼
朝
を
討
ち
取
る
か
）

を
も
っ
て
参
陣
し
ま
し
た
が
、頼
朝
か
ら
遅
参
し

た
こ
と
に
対
し
て
叱
責
を
受
け
ま
す（
大
軍
を
率

い
て
き
た
の
で
称
賛
さ
れ
る
と
広
常
は
思
っ
て
い

た
）。そ
の
よ
う
な
毅
然
と
し
た
頼
朝
の
態
度
に

広
常
は
心
を
変
え
協
力
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ざ
っ
と
概
要
は
こ
の
よ
う
な
感
じ
で
す
が
、

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
は

一宮町長
馬淵 昌也

No.64

▲戦前の玉前神社（絵葉書、町教委所蔵）
広常は玉前神社を中心とした玉前荘
を拠点としていた。なお、広常の時代
の玉前神社は別の場所にあったと思
われる。

一
宮
町
の
歴
史
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集

　「
上か

ず

総さ

広ひ
ろ

常つ
ね

の

�
実
像
を
探
る
（
７
）」

９
月
９
日
以
来
一
宮
町
で
は
コ
ロ
ナ
の

新
規
陽
性
者
数
は
０
で
す
。
こ
の
ま
ま
終
息

に
向
か
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
が
、
イ
ギ
リ

ス
や
ロ
シ
ア
で
の
激
増
を
見
る
と
、
そ
う
簡

単
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
冬
に
向

か
っ
て
、
さ
ら
に
警
戒
を
強
め
て
ゆ
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
長
く
続
く
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
っ

て
、
私
た
ち
の
生
活
は
様
々
な
負
の
影
響
を

受
け
ま
し
た
。
気
分
的
に
も
暗
く
な
り
が
ち

で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
の

中
か
ら
あ
え
て
積
極
的
に
評
価
で
き
る
も

の
を
見
つ
け
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

先
日
、
一
宮
中
学
校
の
や
ま
ゆ
り
祭
に
伺

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
コ
ロ
ナ
の
た
め
、

例
年
の
柱
で
あ
る
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
中

止
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に

対
応
し
て
、
生
徒
諸
君
の
努
力
で
、
例
年
に

な
く
ユ
ニ
ー
ク
な
、
新
た
な
や
ま
ゆ
り
祭
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
読
書
感
想
文
や
英

語
発
表
な
ど
の
個
人
の
発
表
、
ダ
ン
ス
や
寸

劇
、
吹
奏
楽
の
演
奏
、
ボ
デ
ィ
ー
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
や
巨
大
モ
ザ
イ
ク
画
製
作
な
ど
多

彩
な
集
団
的
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
、
ど
れ
も

大
変
面
白
く
印
象
深
い
も
の
で
し
た
。
こ
れ

は
、
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
、
先
例
の
継
承
が
で

き
な
く
な
り
、
結
果
的
に
大
変
独
自
な
も
の

に
展
開
し
た
新
た
な
や
ま
ゆ
り
祭
の
形
で

し
た
。
今
後
の
や
ま
ゆ
り
祭
は
、
以
前
の
形

式
と
新
し
い
形
式
、
両
方
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
思
わ

ぬ
コ
ロ
ナ
の
積
極
的
な
置
き
土
産
と
い
う

こ
と
も
可
能
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
の
必
要
性
も
高
ま
り
、
文
部
科
学
省
は
、

国
の
予
算
を
増
額
し
て
、
一
人
一
台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
形
パ
ソ
コ
ン
の
整
備
を
可
能
に
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
現
在
の
日
本
の
教
育
に

お
け
る
最
大
の
課
題
で
あ
る
、
教
育
現
場
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
お
い
て
、
決
定
的
に
大
き
な
前

進
で
す
。
こ
れ
も
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
プ
ラ
ス

面
の
置
き
土
産
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
保
育
園
や
公
民
館
な
ど
で
は
、

コ
ロ
ナ
感
染
の
拡
大
を
防
ぐ
目
的
か
ら
、
お

手
洗
い
の
洋
式
化
や
、
水
道
の
蛇
口
の
自

動
化
も
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

も
、
コ
ロ
ナ
が
終
わ
っ
た
あ
と
も
、
そ
の
恩

恵
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
コ
ロ
ナ
が
ど
う
な
る
か
、
い

ま
ひ
と
つ
不
分
明
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
に
よ
っ

て
、
手
に
入
っ
た
も
の
、
生
み
出
さ
れ
た
も

の
も
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
に
向
け
て
、
そ
う
し
た
コ
ロ
ナ
の
予
期
せ

ぬ
置
き
土
産
も
大
切
に
し
て
、
先
へ
進
ん
で

ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。

⎞
⎠

⎛
⎝
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10
月
か
ら
新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
着
任
し
ま
し
た
。

■K

コ
ラ
イ
テ
ィ
ス

O
LA

ITIS  Q

ク

イ

ン
U

IN
N

  W

ウ
ォ
ル
シ
ュ

A
LSH私

は
コ
ラ
イ

テ
ィ
ス
・
ク
イ

ン
と
申
し
ま

す
。
ク
イ
ン
と

呼
ん
で
く
だ
さ

い
。
10
月
か
ら

東
浪
見
小
学
校

と
一
宮
小
学
校
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
な
り
ま
し
た
。
23
歳
で
ア

メ
リ
カ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
身
で
す
。
趣
味
は
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
と
料
理
を
す
る
こ
と
で
す
。

私
は
ワ
ー
ツ
ボ
ロ
と
い
う
町
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し

た
。
ワ
ー
ツ
ボ
ロ
は
と
て
も
小
さ
い
町
で
人
口
も
少
な

い
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
子
ど
も
の
頃
、
私
は
や
れ
る

こ
と
が
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本
や
海
外
に
興
味
を

持
っ
た
理
由
は
そ
れ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

学
生
の
時
に
ス
ト
ー
ニ
ー
ブ
ル
ッ
ク
大
学
で
言
語

学
を
専
攻
し
、
日
本
語
・
イ
タ
リ
ア
語
・
韓
国
語
を
習

得
し
ま
し
た
。
特
に
日
本
語
に
興
味
を
も
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
大
学
４
年
生
の
時
に
岡
山
大
学
に
留
学
し
ま
し

た
。
１
年
間
留
学
す
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
半
年
後
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
ア
メ
リ
カ
へ
帰
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
学
を
卒
業
し
た
後
、
私
は

Ａ
Ｌ
Ｔ
に
な
り
た
い
と
思
い
、
も
う
一
度
日
本
に
来
る

こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。

一
人
暮
ら
し
は
初
め
て
な
の
で
、
日
本
の
生
活
に
も

一
人
暮
ら
し
に
も
慣
れ
る
ま
で
時
間
が
か
か
る
と
思
い

ま
す
が
、早
く
慣
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

一
宮
町
の
印
象
は
と
て
も
い
い
場
所
で
皆
さ
ん
と
て

も
親
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

子
ど
も
達
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
仲
良
く
な
れ
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■A
ア

ブ

ド

ゥ

BD
O

U
  M

マ
ー
レ
ッ
ク

A
HLEK  Y

ユ
ウ
キ

U
KI

は
じ
め
ま
し

て
！！
私
は
マ
ー

レ
ッ
ク
・
ア
ブ

ド
ゥ
と
申
し
ま

す
。
10
月
か
ら

一
宮
中
学
校
の

新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ

に
な
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
出
身
で
年

齢
は
23
歳
で
す
。

私
の
母
が
日
本
人
で
、
日
本
へ
は
小
さ
い
頃
か
ら
何

度
も
来
て
い
ま
す
。
あ
ま
り
正
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
日
本
語
を
話
せ
ま
す
し
、
読
ん
で
書
く
こ
と
も
少

し
で
き
ま
す
。

学
生
の
時
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ハ
ン
タ
ー
大
学
で
心

理
学
を
学
び
ま
し
た
。
将
来
は
精
神
科
医
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。趣
味
は
小
説
を
書
く
こ
と
で
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
世
界
中
の
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
暮

ら
し
て
い
ま
す
の
で
、
私
も
い
ろ
い
ろ
な
国
の
友
達
が

い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
外
国
人
と
触
れ
合
う
機
会
が
あ
ま

り
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
外
国
人
を
特
別
に
感
じ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
言
葉
が
分
か
る
と
ど
の
国
の
人

も
同
じ
だ
と
気
が
付
く
で
し
ょ
う
。

英
語
は
世
界
の
共
通
語
で
す
の
で
、
学
ぶ
こ
と
で

色
々
な
人
と
友
達
に
な
れ
ま
す
し
未
来
も
広
が
り
ま

す
。

“
英
語
は
難
し
い
で
す
か
？
”

英
語
を
勉
強
と
し
て
考
え
る
の
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
し
て
学
ん
で
実
生
活
に
役

立
て
る
と
も
っ
と
親
し
め
る
と
思
い
ま
す
。
英
語
を
話

す
こ
と
を
恐
れ
ず
、
ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
私
も
も
っ
と
日
本
語
が
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
、

皆
さ
ん
の
事
を
知
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
を
見
か
け
た
ら
英
語
で
も
日
本
語
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
、気
軽
に
話
し
か
け
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

【
問
合
せ
】　
教
育
課　
☎（
42
）４
５
７
４

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
着
任
！
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が
こ
の
度
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
に

わ
た
り
町
の
教
育
行
政
に
多
大
な
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

　
教
育
課　
☎（
42
）４
５
７
４

川
城
健
さ
ん（
15
区
）、小
髙
隆
さ
ん

（
12
区
）が
９
月
の
町
議
会
定
例
会
で

議
会
の
同
意
を
得
て
そ
れ
ぞ
れ
９
月
24

日
、
10
月
１
日
付
け
で
教
育
委
員
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
。

川
城
さ
ん
は
、
県
内
の
公
立
小
中
学

校
の
教
諭
、
校
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
、

現
在
は
大
学
で
非
常
勤
講
師
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
体
育
活
動
・
教
育
に
つ

い
て
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
、
豊
富
な
知

識
・
ご
経
験
が
あ
り
ま
す
。
今
回
１
期

目
の
教
育
委
員
と
な
り
ま
す
。

小
髙
さ
ん
は
、
地
方
公
務
員
と
し
て

40
年
以
上
奉
職
さ
れ
、
主
に
建
設
、
土

木
関
係
を
専
門
に
道
路
建
設
や
計
画
の

中
心
と
な
り
、
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
２
期
目
の
教
育
委
員
と
な
り
ま
す
。

今
後
、
当
町
の
教
育
行
政
に
お
力
添

え
を
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
３
期
12
年
も
の
間
、
教
育
委

員
を
つ
と
め
ら
れ
た
、
中
村
敏
夫
さ
ん

　

第
２
回
目
と
な
る
今
回
の
展
示
は
、

明
治
・
大
正
時
代
に
一
宮
町
宮
原
に
別

荘
を
構
え
て
い
た
漫
画
家
・
北
沢
楽
天

（
１
８
７
６
～
１
９
５
５
）に
関
す
る

史
料
を
展
示
し
ま
す
。

　
町
の
歴
史
に
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
テ
ー
マ

　
令
和
３
年
度
第
２
回
企
画
展
示

　
「
北
沢
楽
天
と
一
宮
」

■
と
き　

　
12
月
20
日（
火
）ま
で

　
公
民
館
開
館
日
・
時
間
は
見
学
可

■
と
こ
ろ　

　

�

中
央
公
民
館
２
階
・
ロ
ビ
ー
（
歴
史

資
料
展
示
室
）

■�
展
示
資
料

　

�
北
沢
楽
天
筆「
年
賀
葉
書
」「
恵
比
寿

像
」「
乃
木
将
軍
」色
紙
な
ど

【
問
合
せ
】

　
教
育
課　
☎（
42
）１
４
１
６

　

一
宮
町
で
は
、
民
法
改
正
に
よ
り
成

年
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
令

和
４
年
以
降
の
成
人
式
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
20
歳
を
対
象
に
開
催
し
ま

す
。

［
主
な
理
由
］

　
18
歳
は
進
学
や
就
職
な
ど
大
事
な
時

期
で
、
参
加
が
難
し
く
な
る
場
合
が
あ

る
な
ど
。

【
問
合
せ
】

　
教
育
課　
☎（
42
）１
４
１
６

▲小髙 隆さん ▲川城 健さん

教
育
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

歴
史
資
料
展
示
室

第
２
回
企
画
展
示「
北
沢
楽
天
と
一
宮
」

成
年
年
齢
引
き
下
げ
後
の�

�

一
宮
町
成
人
式
に
つ
い
て
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午
後
１
時
か
ら
４
時

■
と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
福
祉
健
康
課　
☎（
40
）１
０
５
５

　

献
血
の
お
願
い
で
す
。
病
気
や
け
が

に
よ
る
手
術
な
ど
の
際
に
は
、
輸
血
が

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
血
液
は
未
だ
人

工
的
に
作
る
こ
と
や
長
期
の
保
存
が
で

き
ず
、
輸
血
に
必
要
な
血
液
の
確
保
は

献
血
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

病
気
や
け
が
な
ど
で
輸
血
を
必
要
と
し

て
い
る
患
者
さ
ん
の
尊
い
生
命
を
救
う

た
め
、
献
血
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

ま
た
、
献
血
会
場
に
て
骨
髄
バ
ン
ク

登
録
会
を
同
時
開
催
し
ま
す
の
で
、
あ

わ
せ
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

16
歳
か
ら
69
歳（
た
だ
し
、
65
歳
以

上
の
方
に
つ
い
て
は
、
60
歳
か
ら
64
歳

ま
で
に
献
血
経
験
の
あ
る
方
に
限
る
）

の
う
ち
、
当
日
の
問
診
結
果
な
ど
を
踏

ま
え
た
採
血
基
準
に
適
合
す
る
方
。

■
と
き　
12
月
17
日（
金
）

　
受
付　
午
前
10
時
か
ら
11
時
45
分

　
■
本
人
確
認
書
類

　
　
運
転
免
許
証
、旅
券
な
ど

　

�

顔
写
真
付
き
の
物
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
、２
点

　

�

健
康
保
険
証
、年
金
手
帳
、学
生
証
、

医
療
受
給
者
証
な
ど

【
問
合
せ
・
予
約
先
】

　
住
民
課　
☎（
42
）１
４
２
３

町
か
ら
、「
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交

付
通
知
書
・
電
子
証
明
書
発
行
通
知
書

兼
照
会
書
」を
お
送
り
し
て
い
る
方
で
、

ま
だ
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
方

は
、
左
記
の
必
要
書
類
を
持
参
の
う
え

住
民
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
け
取
る
に
は
事
前
予
約
が

必
要
で
す
。
ご
本
人
が
窓
口
に
来
ら
れ

る
希
望
日
時
を
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
４

月
中
に
申
請
さ
れ
た
方
は
、
令
和
３
年

⓬
月
ま
で
に
手
続
き
を
す
れ
ば
、
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、お
早
め
に
カ
ー
ド
の
受
け
取

り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　【
必
要
書
類
】

　
■�

ハ
ガ
キ（
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付

通
知
書
・
電
子
証
明
書
発
行
通
知

書
兼
照
会
書
）

　
■
通
知
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
の
み
）

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
の
受
け
取
り

�

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

献
血
と
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
会
の
お
知
ら
せ

�

～
あ
な
た
が
届
け
る
命
の
バ
ト
ン
～
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い
う
重
要
な
場
所
な
の
で
す
。
産
卵
か
ら

約
６
０
０
日
後
に
子
ガ
メ
た
ち
は
、
砂
の

中
か
ら
出
て
海
へ
旅
立
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
ま
で
今
年
も
見
守
り
活
動
が
続
き
ま

す
。

【
問
合
せ
】

　
一
宮
ウ
ミ
ガ
メ
を
見
守
る
会

　
☎
０
９
０（
１
８
０
７
）７
１
３
９

kam
eakem

i777@
yahoo.co.jp

　

町
の
海
岸
に
は
、
毎
年
６
月
か
ら
８
月

頃
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
が
砂
浜
に
卵
を
産
む

た
め
に
や
っ
て
き
ま
す
。

今
年
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
る
の

を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
７
月
29
日

に
初
め
て
の
上
陸
が
あ
り
、
８
月
３
日
か

ら
21
日
ま
で
に
４
ヶ
所
で
卵
を
産
ん
で
海

へ
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

「
一
宮
ウ
ミ
ガ
メ
を
見
守
る
会
」で
は
、

６
月
か
ら
８
月
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
シ
ー

ズ
ン
を
中
心
に
毎
朝
砂
浜
を
歩
い
て
、
ウ

ミ
ガ
メ
の『
上
陸
産
卵
調
査
』を
行
っ
て

い
ま
す
。
い
つ
、
ど
こ
に
ウ
ミ
ガ
メ
が
来

た
の
か
、
卵
は
産
ん
だ
の
か
な
ど
を
ウ
ミ

ガ
メ
が
砂
浜
に
残
し
た
足
跡
か
ら
調
べ
ま

す
。
そ
し
て
卵
を
産
ん
だ
場
所
に
囲
い
を

し
て
、
子
ガ
メ
が
海
へ
帰
る
ま
で
見
守
り

ま
す
。
そ
れ
ら
を
記
録
し
、
全
国
の
ウ
ミ

ガ
メ
の
情
報
を
集
約
し
て
い
る
日
本
ウ
ミ

ガ
メ
協
議
会
や
研
究
者
へ
報
告
を
し
て
い

ま
す
。

ウ
ミ
ガ
メ
の
種
類
は
世
界
に
７
種
類

い
ま
す
。
そ
の
全
て
が
絶
滅
を
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
宮
町
を
含
む
九
十
九
里
浜

は
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
の
北
限
域
と

町
で
は
、
住
環
境
や
農
作
物
な
ど
へ
の

被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
捕
獲
用
箱
わ
な

を
貸
出
し
、駆
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
申
込
方
法

借
用
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

※�

在
庫
状
況
に
よ
り
す
ぐ
に
貸
出
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

都
市
環
境
課　
☎（
42
）１
４
３
０

　

古
代
米
が
出
穂
し
、
稲
刈
り
を
待
つ
秋

の
里
山
。
外
来
種
の「
ア
カ
ボ
シ
ゴ
マ
ダ

ラ
」が
熟
し
た
柿
の
実
に
群
れ
て
い
ま
し

た
。
昨
年
ま
で
は
ま
れ
に
目
撃
す
る
程
度

で
し
た
が
、
今
年
は
数
が
増
え
て
い
ま

す
。
他
の
チ
ョ
ウ
の
よ
う
に
訪
花
せ
ず
、

日
陰
で
樹
液
な
ど
を
吸
っ
て
い
る
た
め
、

派
手
な
姿
の
わ
り
に
見
過
ご
す
こ
と
が
多

い
チ
ョ
ウ
で
す
。

　

大
き
さ
は
約
５
㎝
の
大
型
種
。
中
国
原

産
で
繁
殖
力
が
強
く
分
布
を
急
速
に
広
げ

て
い
ま
す
。
在
来
の
希
少
種
オ
オ
ム
ラ
サ

キ
、
ゴ
マ
タ
ラ
チ
ョ
ウ
な
ど
と
生
態
が
競

合
す
る
の
で
こ
れ
ら
の
チ
ョ
ウ
の
生
存
を

お
び
や
か
す
勢
い
で
す
。
現
在
は
環
境
省

に
よ
り
危
険

度
の
高
い「
特

定
外
来
生
物
」

に
指
定
さ
れ

捕
獲
、
飼
育
、

販
売
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま

す
。

【
問
合
せ
】

　
増
田　
☎
０
９
０（
８
０
４
５
）０
６
０
６

　
小
池　
☎
０
７
０（
４
０
２
７
）７
０
９
８

　

�Facebook

「
一
宮
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
」で

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。　

会
員
募
集
中
！

ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲
用
箱
わ
な

を
貸
出
し
し
ま
す

今
年
も
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
が

上
陸
‼

一
宮
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

『
里
山
に
侵
入
す
る
外
来
の
チ
ョ
ウ
』

３１ｃｍ

２６ｃｍ

８１ｃｍ
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●
財
産

　
・
土
地　
　
１
万
４
５
９
３
㎡

　
・
建
物　

�

（
火
葬
棟
）３
７
１
・
７３
㎡

　
　
　
　
　

�

（
待
合
棟
）４
１
９
・
６７
㎡

　
・
車
両　
　

２
台

　
・
基
金　
　

２
６
５
３
万
１
０
０
０
円

【
問
合
せ
】一
宮
聖
苑
組
合　
事
務
局

�

☎（
４２
）１
４
３
０

■
令
和
３
年
度
上
半
期
執
行
状
況

　
４
月
１
日
か
ら
９
月
３０
日
ま
で
の
予
算

執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
財
産

　
・
土
地　
　
１
万
４
５
９
３
㎡

　
・
建
物　

�

（
火
葬
棟
）３
７
１
・
７３
㎡

　
　
　
　
　

�

（
待
合
棟
）４
１
９
・
６７
㎡

　
・
車
両　
　
２
台

　
・
基
金　
　

２
６
５
３
万
１
０
０
０
円

●
実
績

　
・
火
葬
件
数　
７
７
７
件

　
一
宮
聖
苑
は
、一
宮
聖
苑
組
合
圏
内
で

あ
る
一
宮
町
、
長
生
村
、
睦
沢
町
、
白
子

町
、岬
町（
現
い
す
み
市
の
旧
岬
町
地
域
）

の
住
民
の
要
望
に
応
え
る
た
め
に
昭
和
60

年
に
完
成
し
、
同
５
市
町
村
の
分
担
金
に

よ
る
共
同
出
資
と
一
宮
聖
苑
使
用
料
な
ど

で
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

■
令
和
２
年
度
決
算
状
況

　
歳
入
７
５
７
１
万
４
５
７
８
円
、
歳
出

６
９
８
０
万
３
４
０
２
円
と
な
り
、
歳
入

歳
出
差
引
残
額
は
５
９
１
万
１
１
７
６
円

に
な
り
ま
し
た
。

歳　　入 決算額（円） 比率（％）

分担金及び負担金 56,544,000 74.7

使用料及び手数料 12,699,000 16.8

財　 産　 収　 入 1,621 0.0

繰 　 越 　 金 2,285,992 3.0

諸 　 収 　 入 4,183,965 5.5

繰 　 入 　 金 0 0.0

計 75,714,578 100.0

歳　　入 予算額（千円） 収入済額（千円） 収納率（％）

分担金及び負担金 47,297 37,838 80.0

使用料及び手数料 11,228 4,169 37.1

財　 産　 収　 入 1 0 0.0

繰 　 越 　 金 5,429 5,429 100.0

諸 　 収 　 入 4,188 4,146 99.0

繰 　 入 　 金 1 0 0.0

計 68,144 51,582 75.7

歳　　出 予算額（千円） 支出済額（千円） 執行率（％）

議 　 会 　 費 207 17 8.2

総 　 務 　 費 28,491 8,125 28.5

衛 　 生 　 費 39,002 6,308 16.2

予 　 備 　 費 444 0 0.0

計 68,144 14,450 21.2

歳出 決算額（円） 比率（％）

議 　 会 　 費 195,351 0.3

総 　 務 　 費 25,349,851 36.3

衛 　 生 　 費 44,258,200 63.4

予 　 備 　 費 0 0.0

計 69,803,402 100.0

一
宮
聖
苑
組
合
の
令
和
２
年
度

決
算
状
況
と
令
和
３
年
度
上
半

期
執
行
状
況
を
公
表
し
ま
す
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■
通
告
窓
口

・
児
童
相
談
所
全
国
共
通
３
桁
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
☎
１
８
９（
い
ち
は
や
く
）

・
子
ど
も
・
家
庭
１
１
０
番

　
（
24
時
間
・
３
６
５
日
対
応
）

　
　
　

�

☎
０
４
３（
２
５
２
）１
１
５
２

・
子
育
て
支
援
課�　
☎（
42
）１
４
１
５

・
東
上
総
児
童
相
談
所

�

☎（
27
）１
７
３
３

　

町
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に

よ
る
清
掃
活
動
で
生
じ
た
ご
み
の
回
収
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
を
出
さ
れ
る
際
に

は
、
必
ず
燃
え
る
ご
み
・
燃
え
な
い
ご
み

の
分
別
を
し
、
決
め
ら
れ
た
集
積
所
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。
集
積
所
の
場
所
が
分
か

ら
な
い
場
合
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

都
市
環
境
課　
☎（
42
）１
４
３
０

　
　

　
町
で
は
、
廃
棄
物
の
削
減
及
び
資
源
化

を
推
進
す
る
た
め
、
使
用
済
イ
ン
ク
カ
ー

ト
リ
ッ
ジ
の
回
収
を
始
め
ま
し
た
。

　

回
収
さ
れ
た
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

は
イ
ン
ク
を
補
充
し
再
利
用
し
ま
す
。
再

利
用
で
き
な
い
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
と
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
さ
れ
ま
す
。

　

回
収
ボ
ッ
ク
ス
は
役
場
１
階
ロ
ビ
ー

に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
全
て
の
メ
ー

カ
ー
の
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
回
収

し
ま
す
の
で
、
ご
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
回
収
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
都
市
環
境
課　
☎（
42
）１
４
３
０

■
児
童
虐
待
と
は

　

親
な
ど
の
保
護
者
が
、
児
童
の
身
体
・

精
神
に
危
害
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
子

ど
も
の
成
長
及
び
人
格
形
成
に
重
大
な
悪

影
響
を
与
え
る
行
為
の
こ
と
で
す
。

■
児
童
虐
待
の
定
義

・
身
体
的
虐
待　

　
殴
る
、蹴
る
、激
し
く
揺
さ
ぶ
る
な
ど

・
養
育
の
怠
慢
・
拒
否（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

　

�

病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
、
食
事
を
与

え
な
い
、ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
な
ど

・
性
的
虐
待

　

�

性
的
行
為
の
強
要
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ

の
被
写
体
に
す
る
な
ど

・
心
理
的
虐
待

　

�

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
兄
弟
間
で

の
差
別
、
子
ど
も
の
前
で
家
族
に
暴
力

を
ふ
る
う（
Ｄ
Ｖ
）な
ど

※�

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児
童
を
発

見
し
た
ら
、
下
記
ま
で
通
告
し
て
く
だ

さ
い
。

　

�（
通
告
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能
で

す
。
通
告
者
や
内
容
に
関
す
る
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。）

　

狩
猟
期
間
は
、
１１
月
15
日
か
ら
２
月
15

日
ま
で
で
す
。

　

狩
猟
者
は
マ
ナ
ー
を
守
り
、
安
全
な
狩

猟
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
器
具
な
ど

の
消
毒
、
泥
の
洗
い
流
し
な
ど
、
Ｃ
Ｓ
Ｆ

（
豚
熱
）の
感
染
拡
大
防
止
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

野
外
で
活
動
す
る
方
は
、
目
立
つ
服
装

を
し
た
り
、
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
出
る
物
を

携
行
す
る
な
ど
、
安
全
対
策
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
千
葉
県
自
然
保
護
課　

　
☎
０
４
３（
２
２
３
）２
９
７
２

⓫
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
で
す
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ご
み
の
分
別

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

狩
猟
期
間
が
始
ま
り
ま
す

使
用
済
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の

回
収
を
始
め
ま
し
た
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午
後
５
時
で
す
。

・�

車
椅
子
で
お
越
し
の
方
は
事
前
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

・�

前
売
り
で
完
売
し
た
場
合
、
当
日
券
は

あ
り
ま
せ
ん
。

・�

未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
願
い
ま

す
。

■�

入
場
券
販
売　
12
月
13
日（
月
）午
前

９
時
か
ら（
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

【
問
合
せ
】

　

白
子
町
生
涯
学
習
課　
☎（
33
）２
１
４
４

　

手
紙
を
書
く
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て

き
た
今
日
に
、
文
豪
が
書
い
た
手
紙
に
触

れ
、
文
芸
的
行
事
と
し
て
幅
広
く
親
し
め

る
機
会
を
設
け
ま
す
。
前
回
は
２
４
７
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
も
皆
さ
ん

の
心
温
ま
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

里
親
制
度
を
一
般
の
方
に
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
ま
た
、
里
親
委
託
の
推

進
を
目
的
と
し
て
里
親
制
度
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
里
親
に
な
り
た
い
方
、
里
親

に
つ
い
て
ち
ょ
っ
と
知
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
方
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
状
況
に
よ
り
変
更
が
生
じ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事
前
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時

　
12
月
５
日（
日
）※
要
予
約

■
場
所

　
茂
原
市　
二
宮
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
時
間

　
午
後
１
時
か
ら
３
時

■
申
込
方
法

　

左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
み
、

G
oogle

フ
ォ
ー

ム
か
ら
入
力
し
て

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

子
ど
も
家
庭
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ち
ば

　
「
オ
レ
ン
ジ
の
会
」

　
☎
０
４
７
０（
28
）４
２
８
８

　

Ｔ
Ｖ「
笑
点
」な
ど
で
お
馴
染
み
の
林

家
た
い
平
を
は
じ
め
、
白
子
町
出
身
の
噺

家 
三
遊
亭 

美
る
く
ほ
か
３
人
が
出
演
し

ま
す
。

■
と
き　

�
令
和
４
年
２
月
６
日（
日
）　

開
演
午
後
２
時（
開
場
午
後
１

時
）

■�

と
こ
ろ　
白
子
町
青
少
年
セ
ン
タ
ー
・

ホ
ー
ル（
白
子
町
関
５
０
３
８
︱
１
）

■�

出
演　
林
家
た
い
平
・
三
遊
亭
美
る
く

（
白
子
町
出
身
）・
林
家
時
蔵　
ほ
か

■
座
席　

�

全
席
指
定　

２
０
０
０
円（
税

込
み
）

・�

入
場
券
販
売
の
際
、
来
場
さ
れ
る
方
全

員
の
お
名
前
と
ご
連
絡
先
を
お
伺
い
し

ま
す
。

・�

入
場
券
販
売
は
祝
日
お
よ
び
12
月
29
日

か
ら
１
月
３
日
を
除
く
午
前
９
時
か
ら

■
主
催　
社
会
福
祉
法
人
愛
の
友
協
会

■�

後
援　
一
宮
町
、
長
生
村
、
芥
川
龍
之

介
ゆ
か
り
の
宿
一
宮
館
ほ
か

■�

募
集
期
間　
令
和
４
年
１
月
14
日（
金
）

ま
で（
必
着
）

■�

応
募
資
格　
日
本
在
住
の
小
学
生
以
上

の
方

■�

応
募
方
法　
８
０
０
字
以
内
で
あ
な
た

の
大
切
な
人
へ
の
想
い
を
日
本
語
で
手

紙
に
し
て
住
所
・
氏
名
な
ど
必
要
事
項

を
添
付
し
、郵
送
し
て
下
さ
い
。

※�

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

�

社
会
福
祉
法
人
愛
の
友
協
会　

　
芥
川
龍
之
介
恋
文
大
賞
事
務
局

　

�

☎
０
４
７
５（
32
）２
５
８
７

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://www.ainotomo.or.jp

第
９
回
芥
川
龍
之
介
恋
文
大
賞�

～
大
切
な
人
へ
の
想
い
を
つ
づ

る
コ
ン
テ
ス
ト
～　
募
集
要
項

里
親
制
度
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

し
ら
こ
落
語
会

▲林家たい平
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高齢者の介護に関する相談やお困りのことがありましたら、お気軽にご相談ください。
� 【相談・問合せ】地域包括支援センター　☎（40）1055

地域包括支援センターとは…
　高齢者の皆さんの身近な相談窓口です。介護、医療、福祉などの関係
機関と協力して、地域の皆さんの健康・生活・財産・権利などを守る
ために置かれている機関でどなたでも利用で来ます。
　保健師・社会福祉士・主任ケアマネジャーなどが中心となって高齢者の支援を行います。
３職種はそれぞれ専門分野をもっていますが、専門分野の仕事を行うだけでなくお互いに連
携を取りながらさまざまな面から総合的に支援します。

こんなことで困ったら・・？地域包括支援センターはこのような支援や相談を行っています。

～介護のこと～
　例）介護保険を利用したい、要支援・要介護と認定されたけどその後どうしたらいいの？
　→�心身の状態に合わせて基本チェックリストや要介護認定の申請をご案内します。また、介
護予防ケアプランの作成を計画したり、ケアマネジャーとの連携を図って必要なサービ
スに繋ぎます。

～健康のこと～
　例）�最近足腰が弱くなった、一人暮らしで急に具合が悪くなった時が心配でどうしたらいい

の？
　→�介護予防を応援します。介護予防教室や老人会を紹介しフレイルを予防します。緊急通報
装置の貸し借りなどを紹介し一人暮らしを継続できるように支援します。

～お金や財産管理のこと～
　例）最近物忘れが酷くて、お金の管理に自信がなくなった。振り込め詐欺に合ってしまった。
　→�判断能力が衰えた場合に備えて成年後見制度の利用もでき、手続きなどを支援します。お
かしいなと思った時や詐欺の被害に遭ってしまった時はご相談ください。消費生活セン
ターなどと協力して問題を解決していきます。

他にも高齢者に関する心配事や相談があれば気軽にご相談ください。

すまいる介護コーナー 介護の情報を皆さんに発信していきます

地域包括支援センター
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脳いきいき教室（認知症予防教室）を開催します！

☆認知症の理解と予防を目的とした教室を開催します。
☆�『誰でも』『気軽に』『毎日できる』脳を元気にするための生活の工夫やトレー
ニングを一緒に学びませんか？
☆�定員に達した場合、次回の開催日に優先的にご予約を受け付けます。
☆新型コロナウイルス感染拡大の状況により、中止する場合があります。

～対象者～
・65歳以上
・下記のチェックリスト項目で1点以上の方
・下記のチェックリストが0点でも認知症予防に興味のある方
・2日間の日程で両日参加できる方

　　　　　　　◇◇認知症予防のチェックリスト◇◇
①�周りの人から『いつも同じことを聞く』など物忘れがあると言われてい
ますか？

	 はい（1点）・いいえ（0点）
②自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか？
	 はい（0点）・いいえ（1点）
③今日は何月何日か分からない時がありますか？
	 はい（1点）・いいえ（0点）

【問合せ・予約受付】地域包括支援センター　☎（40）1055
＊予約受付時間　午前8時30分から午後５時15分（平日のみ）

日　程 内　容 時　間 予約開始日

12月7日（火）
工作・筋力トレーニング・
ストレッチ

13 ： 30～15 ： 30

11月24日（水）

令和4年
1月11日（火）

簡易認知機能検査
ストレッチ・コグニサイズ

13 ： 30～15 ： 30
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11
月
25
日（
木
）か
ら
12
月
１
日（
水
）ま
で
は
、

「
犯
罪
被
害
者
週
間
」で
す
。

　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
の
方
が
、
被
害
か
ら
立

ち
直
り
、再
び
平
穏
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
る
た
め

に
は
、社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

犯
罪
被
害
者
や
家
族
の
尊
厳
が
守
ら
れ
、適
切
な

配
慮
や
支
援
が
な
さ
れ
る
社
会
を
目
指
し
、県
で
は
毎

年「
千
葉
県
民
の
つ
ど
い
」を
開
催
し
て
お
り
、今
年

度
は
千
葉
テ
レ
ビ
放
送
で
特
別
番
組
を
放
送
し
ま
す
。

■
放
送
日
時

　
11
月
27
日（
土
）

　
午
前
９
時
30
分
か
ら
９
時
55
分

■
放
送
局

　
千
葉
テ
レ
ビ
放
送

■
番
組
名

　
令
和
３
年
度
犯
罪
被
害
者
週
間

　
「
千
葉
県
民
の
つ
ど
い
」特
別
番
組

　
見
守
り　
寄
り
添
い　
支
え
あ
う

　
～
千
葉
の
犯
罪
被
害
者
支
援
～

【
問
合
せ
】

　
総
務
課　
☎（
42
）２
１
１
２

公民館の2階にあった「ほんのひろば」の絵本を図書室で受け入れました。ぜひご覧ください。

そ　う　だ　ん　ご　と
人 権 行 政 相 談
◆と　き　12月2日（木）
　　　　　�午前10時から午後

3時
◆ところ　�中央公民館� �

生活研修室
◆対　象　町内在住または在勤の方
※秘密は守られます。
※予約不要
【問合せ】
　総務課　☎ （42）2112

弁護士による法律相談
◆と　き　12月21日（火）

午後１時30分
から３時30分

◆ところ　�保健センター� �
小会議室

◆対　象　町内在住または在勤の方
※要予約　１人20分

【問合せ】
　総務課　☎ （42）2112

町 長 室 開 放 日
　町民の皆さんが日ごろ感じて
いる町政に対する提言・要望・
意見など「生の声」を直接町長
がお聴きします。
◆と　き　12月9日（木）
　　　　　午後１時30分から5時
※要予約　１人30分

【問合せ】
　秘書広報課　☎ （42）2175

a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a

a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a
a

※�新型コロナウイルス感染症の拡大防止などの理由により中止となる場合は、町ホームページでお知ら
せします。

犯
罪
被
害
者
週
間『
千
葉
県
民
の
つ
ど
い
』

特
別
番
組
に
つ
い
て

※まちの図書室の休館日は裏表紙のカレンダーをご覧ください。
【問合せ】　まちの図書室　☎（42）7799

まちの図書室から　～新着図書紹介～
書　籍　名 著　　者 出　版　社 出 版 年

透明な螺旋 東野圭吾 文藝春秋 2021年

ばにらさま 山本文緒 文藝春秋 2021年

傷痕のメッセージ 知念実希人 KADOKAWA 2021年

かわいい古代 譽田亜紀子 光村推古書院 2021年

闇の西洋絵画史　黒の闇篇 山田五郎 創元社 2021年

40代からでも波に乗れるはじめてのサーフィン 市東重明 KADOKAWA 2020年

ほか
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お　　知　　ら　　せ
公立いちのみや保育所からのお知らせ

子どもたちの笑顔あふれるいちのみや保育所では、入所前の親子の皆
さんを対象に保育所を開放しています。広いお庭で遊んだり、行事に一
緒に参加しませんか？お気軽にお申込み下さい。（新型コロナウイルス感
染症の拡大防止などの理由により中止となる場合があります。）

【予約・問合せ】
いちのみや保育所
　　☎ (42)2514

映画会
親子でいらっしゃいませんか？
映画会
◆と　き　12月15日（水）
　　　　　午前10時から
◆内　容
　『ワン君の消防士』ほか

子育て相談室「コアラ組」
◆と　き　12月3日（金）
　　　　　午前10時から正午
※要予約（月〜金曜日）

園庭開放
　町内４か所の保育施設で園庭を開
放しています。詳しくは各施設にお
問合せください。

絵本の貸出をしています
保育所入所前の親子の皆さんを対
象に絵本の貸出をします。
子ども達は絵本が大好きです。絵
本は子どもの成長には欠かせないも
のです。小さい頃に見た絵本は一生
の宝物。

【12月のテーマ】
『クリスマス』
子どもたちのワクワクするような
季節がやってきました !! サンタク
ロース、プレゼント、ケーキ…考え
ただけで楽しい気持ちになります
ね！
絵本の世界もドキドキがいっぱい
です !! この時期ならではのお気に
入りの絵本をみつけてみてはいかが
でしょうか？
◆と　き　午前９時から午後４時
（月〜金曜日）
◆ところ　はらっぱ文庫
（いちのみや保育所玄関ホール）
※予約不要

親子で遊びませんか♪
いちのみや保育所
　　　　　親子教室「ひよこ組」

　育児・栄養相談・看護師による身
体計測も行っています。ぜひお気軽
に遊びに来てください。
◆と　き　12月7日（火）５組
　　　　　『クリスマスの飾りをつくろう』
　　　　　12月21日（火）５組
　　　　　『クリスマスの飾りをつくろう』
　　　　　午前10時から11時
　　　　　（午前9時45分から受付）
※要予約（月〜金曜日）
※駐車場10台可能
※�お申込みは前日までにお願いしま
す。保育所入所前のお子さんでした
らどなたでもご参加いただけます。

子育て支援館「おおぞら」
入園前の親子が安心して遊べる場所「おおぞら」は愛光保育園内にある子育て支援館です。
園庭で遊んだり、園児と交流したりできます。ぜひお子さんと一緒に遊びに来てください。

開館時間　月～金曜日　午前９時から午後３時
今月のイベント（要予約）
■クリスマス製作（対象：1歳から）
　12月7日（火）午前10時から　※イベント参加申込みはQRコードからご予約ください。

【問合せ】　子育て支援館「おおぞら」　☎（40）1033

子育て支援室「しおかぜ」
東浪見こども園内にある子育て支援室「しおかぜ」では、在宅の親子向けに毎月イベントを開催しています。絵本
やおもちゃのご用意もありますので、お気軽にご来館ください。
利用時間　月～金曜日　午前９時から午後３時
イベント（おもちゃの広場・たまカフェ）
緊急事態宣言などの発令や町内の感染状況を鑑みて随時公式 LINE で開催のお知らせをします。

【イベントに関する問合せ】 Mommy way たまひよ部公式LINE ID：＠hme3787y
　　　　　　　　　　　　　☎050（3577）1335

【支援室に関する問合せ】　東浪見こども園　　☎（36）7726

予約はこちら
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私たち一宮手話サークルは手話の学習と聴覚障害をもつ方との交流を深めることを
目的に活動しています。「単語」「会話」を基本に聞こえない人が感じる問題を一緒に考
えながら学習しています。

活動日　：　第２・第４火曜日
時　間　：　午後７時から９時
場　所　：　一宮町中央公民館

毎年１月はお餅パーティー、８月は納涼会、12月はクリスマスパーティーをやって
います。手話を使ったゲームやおしゃべりをしながら、ワイワイ楽しくやっています。
コロナ禍で会話も少なくなりましたが、手話でなら楽しくおしゃべりできます。
子どもさん、子連れママも大歓迎です。
手話は心を豊かにしてくれます。きっかけは何でもＯＫ！！手話に興味をお持ちの

方はぜひぜひいらして下さい。見学だけでも大丈夫です。
入会して下さった方、先着 10名様にその日

から使えるマウスシールドをプレゼントいた
します。
（町内の「アートサロン茶房けい」様より、手話
の普及の為に役立ててほしいと寄付していた
だきました）

ボランティアセンターとは？
一宮町ボランティアセンターは、平成24年4月1日に設置され、町民の皆さんのボランティアに対する理解と関心
を深め、ボランティアの育成、援助を行うとともににボランティア活動をしたい方とボランティア活動に来てほしい
方をつなげたり、ボランティア活動に関する情報提供や活動に関する相談などさまざまな取組みを行っています。

社会福祉法人一宮町社会福祉協議会
一宮町ボランティアセンター連絡先 （42）3424

（42）3439 一宮町ボランティアセンターキャラクター
『一宮ボッくん』

 
 
 
 

知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター知っていますか？ 一宮町ボランティアセンター No.87

一宮町社会福祉協議会では、日常生活上の相談に応じ、適切な助言や援助を行う窓口として、心配ごと相談所を開設しています。
秘密は守られますのでお気軽にご相談ください。

と　　　き		  毎月第４木曜日　午前９時から正午まで（祝日を除く）
と　こ　ろ		  一宮町社会福祉協議会
対　　　象		  町内在住の方

【 問 合 せ 】		  社会福祉協議会　☎（42）３４２４（予約不要）

心 配 ご と 相 談

◇ 一宮手話サークル ◇

▲　「ありがとう」「会いましょう」の手話
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保健センターだより

〇救急医療の現状
　『夜間の方がすいているから』『昼間は仕事があるから』などの理由で、軽い症状でも休日や夜間に
病院の救急外来を受診する方が増える傾向にあります。このため、救急外来が込み合い、真に救急
医療が必要な重症患者への治療や処置が遅れることが懸念されています。誰もが安心して救急医療
を受診できるよう、救急医療の適正な利用について、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

〇医療機関を受診する際は
☆『かかりつけ医』を持ちましょう☆
　『かかりつけ』のお医者さんに、日ごろから自分の健康状態を把握してもらうことで、病気の早期
発見や重症化を防ぐことにつながります。気軽に相談できる『かかりつけ医』を持ちましょう。

☆夜間休日急患診療所等をご利用ください☆
　夜間や休日に急に病気になったときやケガをした場合は、夜間急病診療所や休日当番医が対応し
ています。
　　　長生郡市夜間急病診療所
　　　　　　☎0475(24)1010	 茂原市八千代1-5-4
　　　　　　診療科目：内科・小児科	 受付時間：午後７時45分から午後１０時45分

☆迷ったときは電話相談を☆
　「体調悪いけど、救急車を呼んだ方がいいかな？」「熱が下がらないけど、病院に行った方がい
い？」など、夜間等に救急病院に行った方がよいか、救急車を呼んだ方がよいか迷ったとき、看護師
等が相談に対応します。

けがや急病などで、緊急
に病院に行く必要がある
場合は、迷わず119番に
通報し救急車を要請して
ください。

誰もが安心して救急医療を受診するために

【問合せ】　福祉健康課　☎（40）1055

こども急病医療相談（15歳未満対象）
局番なし＃8000または☎043（242）9939

毎日午後7時から翌朝6時

救急安心電話相談
局番なし＃7009　または　☎０3(6735）8305

平日・土曜日　午後６時から翌朝午前6時

日曜日・祝日・年末年始・GW　午前９時から翌朝6時
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☆３密を避けるため、対象地区の教室のみご参加ください。また、予約制で行います。
　定員に達した場合、次回の開催日に優先的にご予約を受け付けます。
☆新型コロナウイルス感染症の拡大防止などの理由により、中止となる場合があります。

12月　けんこう運動・東浪見けんこう運動教室の日程

※けんこう運動教室は、①または②の時間いずれかでご予約ください。
【問合せ・予約受付】　地域包括支援センター　☎（40）1055
　　　　　　　　　　＊予約受付時間　午前8時30分から午後５時15分（平日のみ）

教室名 対象者 日　程 内　容 時　間 定員 予約開始日
けんこう
運動教室

【会場】
保健センター

【対象】
65歳以上

1～ 17区・ 船�
頭給・新地・海
岸・宮原・新浜
（一宮住所）

9日（木）
筋力バラン
スアップ体
操

①13：00 ～ 14：00
（受付12：45 ～） 20人

12月2日（木）②14：30 ～ 15：30
（受付14：15 ～） 20人

14日（火） 音楽療法
①13：00 ～ 14：00
（受付12：45 ～） 20人

12月7日（火）②14：30 ～ 15：30
（受付14：15 ～） 20人

21日（火） リズム体操
①13：00 ～ 14：00
（受付12：45 ～） 20人

12月14日（火）②14：30 ～ 15：30
（受付14：15 ～） 20人

東浪見
けんこう運動教室
【会場】
東浪見
コミュニティセンター
【対象】
65歳以上

東浪見地区・新
浜（東浪見住所） 7日（火） リズム体操 10：00 ～ 11：30

（受付9：45 ～） 10人 11月30日（火）

23日（木） 元気アップ体操
10：00 ～ 11：30
（受付9：45 ～） 10人 12月16日（木）

保健センター
12 月 の行事

※対象者に通知している行事については、掲載していないものもあります。
　�新型コロナウイルス感染予防対策のため、延期または中止する場合がありま
す。詳しくは福祉健康課にお問い合わせください。

【問合せ】　福祉健康課（保健センター）　☎（40）1055

名　　　称 日　　　程 時　　　間 内　　容　・　対　　象 場　所

2 歳 児 歯 科 健 診
8日（水）

対象者には別途通知します。3 歳 児 健 診

乳 児 相 談 9日（木）

育 児 相 談（ 予 約 制 ） 15日（水） 9：00～ 11：00 子育てに関するさまざまな相談

献 血 17日（金）
10：00～ 11：45 希望者

（ご協力をお願いします）13：00～ 16：00

親子ふれあい教室（予約制） 20日（月）
9：30～ 10：30 あそびの教室（定員10人）

1歳児（きょうだいの参加不可）と保護者

10：45～ 11：45 あそびの教室（定員10人）
0歳児（きょうだいの参加不可）と保護者

あ そ び の 広 場
1日（水）・2日（木）・3日（金）・6日（月）・7日（火）
10日（金）・13日（月）・14日（火）・16日（木）�
17日（金）･21日（火）・22日（水）・23日（木）�
24日（金）・27日（月）

9：30～ 12：00
13：00～ 16：00
乳幼児と保護者

保
健
セ
ン
タ
ー
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ゴミ収集コース
（１区～ 10区）　 （11区～ 17区・船頭給・新地・宮原・海岸）　 （綱田～新熊・新浜）

： 休日当番医（9：00 ～ 17：00）※変更する場合もあります。中央消防署指揮情報係☎（24）0119 にお問い合わせ
するか、長生郡市広域市町村圏組合（https://choseikouiki.jp/kyuujitsutouban/）をご確認ください。

（休日当番医は、緊急の患者さんが対象です。緊急でないときは、翌日かかりつけのお医者さんに受診してください。）

当

●
１コース ２コース ３コース

・診療科目 内科・小児科・受付時間 19：45 ～ 22：45
茂原市八千代 1-5-4（中央消防署裏）☎（24）1010

夜間急病診療テレフォン案内  （19：00 ～翌朝６：00）

プッシュ回線の固定電話からは局番なしの⇒♯8000
直接おかけの場合は⇒☎043（242）9939
相談日時は、毎日夜間　19：00 ～翌朝 6：00
なお、緊急・重症の場合は迷わず へ「１１９」

夜間急病診療所

期日までに納めましょう。

いちのみや
広報カレンダー 2021

いちのみや 1212
※カレンダーは 12 月の予定です。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

人権行政相談

子育て相談室「コアラ組」

5 6 7 8 9 10 11
親子教室「ひよこ組」活性肥料の無料配付

（場所：�北部クリーン）�クリーンプラント

町長室開放日

定例議会

当 K・Iクリニック
☎（42）7575

12 13 14 15 16 17 18

当 清 水 医 院
☎（42）2950

19 20 21 22 23 24 25
法律相談
親子教室「ひよこ組」

心配ごと相談
小中学校終業式

当 長生診療所
☎（32）3303

26 27 28 29 30 31

当 長生八積医院
☎（32）3282

当 睦沢診療所
☎（44）2236

歳末警戒

期日までに納めましょう。

固 定 資 産 税（第３期）
国民健康保険税（第６期）
介 護 保 険 料（第６期）
後期高齢者医療保険料（第６期）

12月27日（月）

まちの図書室休

まちの図書室休

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

燃 え る
ゴ ミ

２ コ ー ス
燃えないゴミ

１ コ ー ス
燃えないゴミ

3 コ ー ス
燃えないゴミ

3 コ ー ス
資 源 ゴ ミ

３ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ

１ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ

１ コ ー ス
資 源 ゴ ミ
２ コ ー ス
粗 大 ゴ ミ

２ コ ー ス
資 源 ゴ ミ

まちの図書室休
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